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1. 柴田さんの卒業研究  まず、オニカラスムギの、
また、もっと広げていえば、
生物の巧みな仕組みに感嘆す
ると思います。動物も含め、
生物にはいろいろな仕組みが
うまく備わっています。 
 昔は神様の仕業だと思って
いたことを、今では進化によ
って説明しようとするわけで
す。「本能」という意味が、
進化によって身についた性質、
という意味であるなら、その
通りでしょう。 
 仮説と検証というスタイル
は、単に合理的な考え方であ
る、というだけでなく、人に
伝えるときに効果的に伝わる
方法である、ということも示
してくれているいい例だと思
います！ 
 皆さんもゼミ論・卒研のと
きに参考にしてください！ 

2. センメルヴェイス  第2産院を担当した助
産婦も、手を消毒しなか
ったと思います。問題は、
医者は、助産婦がしない
死体の解剖等をしていた
ことです。 

 まず、皆さんは口語表現法の
ような授業を受けてきましたの
で、人に伝える練習はできてい
るでしょう。加えて、理性で合
理的に考える習慣を（社会全体
で）身に付けていくべきだと思
います。科学のABCの方法は合
理的です。社会は、人が合理的
な判断ができるという前提でで
きています。こんな事件が起こ
らない社会にしましょう。 

 学群の名称「リベラ
ルアーツ」は、オカル
トも含む、思い込み等
から自由になることを 

目指します。そのために、合理的に考えられるトレーニングが必要です。私たちはそうしていきましょう！ 



3. パスツール  いい考えです。それが
缶詰や瓶詰（びんづめ）
につながったことは授業
でお話しました。問題は、 

検証実験としてどうか、という点です。検証するとき、できるだけ、1つだけ変えて他は変えない、という
方針をとるといいと思います。全体を閉じてしまうと、空気の出入りが無くなり、「呼吸できないから自
然発生しなかったのだ」という反論の余地を与えてしまいます。 

 その通りで、今ではありえない、
と思うようなことが、当時は信じ
られていたのです。 
 逆に、今の私たちも、100年後
にはありえないと思われるような
ことを信じているかもしれません。 

いい指摘です！昔に比べると、パンにカビが生えなくなりました。食べ物は見た目、長持ちするようにな
りました。大丈夫なのでしょうか。  活躍している感じですね！例

えば日本の明治乳業は、ヨーグ
ルトの乳酸菌がどのように健康
に役立っているのか、パスツー
ル研究所と共同研究しています。 

4. シェルドレイクの実験  「もっと実験しないとわから
ない」そうかもしれません。し
かし、（1）どこまで実験すれ
ばいいのか？(2) 私たちでもで
きる実験ではないのか？の2点
を書いておきたいと思います。 

 そこの見極めをどうすか！？ 
です。統計学の出番です。 

 統計学の考え方も、
科学のABCと同様です！ 

5. 科学と技術  今、科学を発展させ
る技術は、沢山ありま
す。AIも、遺伝子解析、
遺伝子操作技術も、高
速コンピュータも、ド
ローンなどに使うマイ
クロコンピュータの技
術も、原子力の技術も、
…… 

 色々な分野の歴史
を学ぶと、自分なり
の世界の理解が出来
るようになると思い
ます。 

6. 科学のABC  そう思いますよね！そ
ういう風に話を組み立て
ると、読者に興味を持っ
てもらい易くなり、伝わ
りやすくなります。 


